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１.CCUSの概要



技能者にカードを交付

＜建設キャリアアップシステムの概要＞

技能者が現場入場の際に
カードタッチで履歴を蓄積
ピッ！

工事情報を登録し、
カードリーダーを設置【技能者情報】

・本人情報
・保有資格
・社会保険加入 等

社会保険加入の確認、施工体制台帳の作成 など

建設キャリアアップシステムの目的

目的

「建設キャリアアップシステム」は、技能者の資格や現場就業履歴等を業界横断的に
登録・蓄積し、技能・経験に応じた適切な処遇につなげようとするもの

技能者の技能・経験に応じた処遇改善を進めることで、
①若い世代がキャリアパスの見通しをもて 、
②技能者を雇用し育成する企業に人が集まる建設業を目指すまた、
社会保険加入の確認や施工体制の確認などの現場管理を効率化し、生産性向上を目指す

技能者の処遇

人材確保

生産性向上

経験や資格に応じたレベル判定

経験・技能に応じた処遇

現場管理での活用

レベルに応じた賃金支払い

就業履歴の蓄積 能力評価の実施技能者・事業者の事前登録

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4

見習い

中堅
技能者

職長

登録基幹
技能者

指導者

昇格
評定

昇格
評定

昇格
評定

昇格
評定
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CCUSの概要と利用状況について
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CCUSのメリット

• どこの現場ででも就業履歴が溜まる

• 所属技能者の適正評価とレベルアップ
• 企業評価・施工能力の見える化等による差別化

• デジタル化によるデータ連携で現場管理の効率化

• 自分の技能や就業履歴を証明に使える

• 建退共退職金ポイントへデータ連携出来る
• 保有資格と就業履歴で能力評価される

健全な技能者であることを証明できる

人を育てる健全な事業者であることを証明できる

事業者

技能者
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□□鉄筋工業(一次事業者)

技能者
H

➁ 施工体制登録

➂ 施工体制技能者登録 (作業員名簿登録）

➁元請け事業者が一次事業者に施工体制登録の要
請を行う

• 施工体制登録により特定現場における事業者間の契約関係を設定し、

• 施工体制技能者登録で現場に技能者を登録する。

△△型枠(一次事業者)

☆☆鋼業
(二次事業者)

××工務店
(二次事業者)

技能者
I

① 現場登録(現場情報登録・管理者設定)

○○ビル新築工事(元請事業者)

技能者
A

技能者
B

技能者
D

技能者
E

職種
立場

職種
立場

職種
立場

職種
立場

職種
立場

職種
立場

➁’一次下事業者は元請けからの施工体制登録の
要請を承認する。同じように一次下事業者は二次
事業者に施工体制登録の要請を行い、二次事業者
は承認する。(以下三次も同様)

➂一次･二次(三次)事業者は当該現場に入場する可
能性がある技能者をすべて登録する
(能力評価制度を考慮し職種・職長等の立場を登録す
ることが重要)

現場・所属・職種・立場
が紐づいた就業履歴が蓄積できる

適正な現場運用のポイント

技能者登録時の事業者との

関連付けが特に重要！！

承認

①システムに“○○ビル新築工事”を作成し基本
情報を登録する

登録
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Copyright (C) 2025 一般財団法人建設業振興基金 All Rights Reserved. （8／112）

4.6  iPhoneのカードリーダー化

 現場での就業履歴の蓄積促進に向け、蓄積環境の整備を図る観点から、現場利用に必要な機器等に係る
負担軽減の各種取組を展開。

 その一環として、iPhoneをカードリーダーとしても使用できるよう、建レコに機能を追加。
 建レコがインストールされたiPhoneにCCUSカードをタッチすることで就業履歴を蓄積することが可能。

これにより、カードリーダーは不要に。 （２０２４年１月２９日から供用開始）

[従来] [建レコがインストールされた
iPhoneを活用すると]

現場毎に、
「PC等」と「カードリーダー」
が必要

カードリーダーは不要(iPhoneのみでOK!)

iPhoneの裏側にCCUSカードをタッチ

【対象環境】
・iOS16以上のiPhone ※建レコ対応のiOSに準じる
(iOS16へアップデート可能な機種は、 iPhone8以降及びiPhoneSE第2世代以降）

・建レコver 1.2.10 以上 ※AppStoreからインストールしてください

【留意事項】
・iPhoneのカードリーダー化は、 CCUSカードの暗号化されていない領域を

利用して就業履歴を蓄積するため、 これまでと比べ偽造防止のセキュリティ
レベルは低くなっています。 ご利用に当たっては、その旨ご承知おき下さい。

【使用方法】 【利用例】

通信回線が届かなくても、現場
での就業履歴はiPhoneへ蓄積

（通信回線が届く場所へ戻った後、
  CCUSと連携し就業履歴を登録）

【山奥の現場】

【舗装工事】

通信回線が届かず 、CCUSに
データ登録が出来ない

作業場所が日々変わるため、PC
やカードリーダーの常設が困難

iPhone一つあれば、CCUSへ
就業履歴の蓄積が可能
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２.①事業者・②技能者登録について
(詳細型登録のお願い)
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

事業者・技能者登録画面

※インターネット申請方法を実際の画面などで説明

「建設キャリアアップシステム」で検索
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申込画面へhttps://www.ccus.jp/

申請関係資料

インターネット申請ガイダンス

https://www.ccus.jp/
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登録･利用料について(事業者：初年度運用シュミュレーション)

※月ごとにまとめて元請の登
録責任者に請求されます
登録責任者は現場ごとの利
用状況等を閲覧できます

ＩＤ数 料 金
1あたり 11,400円 (950/月)
一人親方 2,400円 (200/月)

②管理者ＩＤ利用料(毎年)

就業履歴回数 料 金
１回 10 円

③現場利用料

※交付した月ごとでまとめて
登録責任者に請求されます

資本金 新規・更新
500万円未満 6,000円
500万円以上1,000万円未満 12,000円
1,000万円以上2,000万円未満 24,000円
2,000万円以上5,000万円未満 48,000円
5,000万円以上1億円未満 60,000円
1億円以上3億円未満 120,000円
3億円以上10億円未満 240,000円
10億円以上50億円未満 480,000円
50億円以上100億円未満 600,000円
100億円以上500億円未満 1,200,000円
500億円以上 2,400,000円

事業者登録料 管理者ID利用料 現場利用料

請求時期 申請後、運営主体より請求

事業者登録により自動作成
月末締め、翌月初旬に請求
書を発送
IDの追加手続をおこなうと、
請求書を作成・送付

月末締め、管理者ID利用料
とまとめて翌月初旬に請求書
を発送
ただし、一定額（10,000
円）に満たない場合、最大
6ヶ月間請求の繰り越し

支払期限 ※入金確認後、IDの通知 当初登録月の翌々月10日 履歴情報登録月の翌々月
10日

支払方法 コンビニ・銀行・クレジット払い
のいずれか 銀行振込 銀行振込

※一人親方の方は事業者登録料は無料です
※個人事業主の方の登録料は6,000円です

事業者の登録料・利用料（税込）

①事業者登録料（５年ごと）

※カードの有効期限は、いずれも10年

●簡略型登録料：2,500円
※インターネット申請のみ受付

●詳細型登録料：4,900円
※ネット申請・認定登録機関いずれも可

●詳細型への移行：2,400円
※簡略型との差額分

技能者の登録料（税込）

※有効期間内にカードの紛失・破損等があった場合
は1,000円で再発行します

能力評価制度対象

＜事業者：資本金1億円未満‣技能者10人の
場合の初年度運用シュミュレーション＞

1.事業者登録料：60,000円(5年ごと)
2.管理者ID利用料１ID：11,400円(毎年)
3.10人の技能者登録料：4,900円×10人分
＝49,000円(10年間有効)

合計：120,400円

(就業履歴は1タッチ10円)



登録時に必要な証明書類

建設業許可有無により異なる

事業者登録各種証明書類（写し）

２．健康保険

３．年金保険（２．と同一の場合有り）

５．その他加入していれば

「建設業退職金共済契約者証」

「中小企業退職金共済手帳」
「労災保険特別加入 加入証」 など

１．事業者証明

４．雇用保険

技能者登録各種証明書類（写し）

３．健康保険

４．年金保険

6.その他加入していれば

「建設業退職金共済契約者証」

「中小企業退職金共済手帳」

１．本人確認書類

５．雇用保険

２．証明（顔）写真

７．保有資格等の証明書

「登録基幹技能者」

「技能士」 「免許」 「資格」
「技能講習」 「特別教育」 など

「運転免許証」など

各証明書類の詳細は、

「証明書類見本一覧」（事業者編・技能者編）を

ご確認ください

技能者登録では、『簡略型』と『詳細型』の２段階登録が可能です。（インターネット申請の場合）

能力評価（レベルアップ）をご希望の場合は、詳細型で登録してください。（簡略型の場合は、上記１．～6．を用意）

登録時に必要な証明書類（業態、加入状況等により異なります）

！

簡
略
型

詳
細
型

「労災保険特別加入 加入証」 など

１ ２
まず
事業者
登録

次に
技能者
登録
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３.CCUSを活用した能力評価制度について
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(概要)
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〇 能力評価基準に基づいた枠組み、能力に見合う処遇・賃金の実現に向けた環境整備を行う
〇 技能・経験に応じた労務費の見積り等に向けた取り組みを進化させ賃金上昇へとつなげる

○ 経験  （就業日数）

○ 知識・技能  （保有資格）

○ 工事を収める能力
（登録基幹技能者・職長経験）

技能者の能力評価

これらを組み合わせて評価

ＣＣＵＳにより
客観的に把握

評価基準に合わせてカードを色分け

技能者能力の適正評価について

経験年数 ★年

レベル２

レベル３

レベル４

初級技能者（見習い）

中堅技能者（一人前）

職長として現場に
従事できる者

高度なマネジメント
能力を有する者

（登録基幹技能者等）

経験年数 ○年

経験年数 □年

レベル１

○○技能講習

１級□□技能士

班長経験 □年

登録基幹技能者

職長経験 ★年

CCUSカードの色がレベル表示となる

事業者がCCUSに施工体制と技能者(作業員名簿)を登録

技能者は、現場でカードリーダーなどにより就業履歴蓄積

経験･知識･技能等を評価しレベルアップ

能力に応じた処遇の実現！



能力評価基準と申請方法

• 国交省HP：能力評価制度にアクセスして確認

【CCUSポータル】能力評価制度について

能力評価制度ガイドライン

能力評価制度実施団体一覧

能力評価基準一覧
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技能者の能力評価は、国土交通大臣が認定した４５分野の能力評価基準に基づき、それぞれの分野の能力
評価実施団体により実施

能力評価基準の策定状況

電気工事
（一社）日本電設工業協会

橋梁
（一社）日本橋梁建設協会

造園
（一社）日本造園建設業協会
（一社）日本造園組合連合会

コンクリート圧送
（一社）全国コンクリート

圧送事業団体連合会

防水施工
（一社）全国防水工事業協会

トンネル
（一社）日本トンネル

専門工事業協会

建設塗装
（一社）日本塗装工業会

左官
（一社）日本左官業組合連合会

機械土工
（一社）日本機械土工協会

海上起重
（一社）日本海上起重技術協会

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
（一社）プレストレスト・

コンクリート工事業協会

鉄筋
（公社）全国鉄筋工事業協会

圧接
全国圧接業協同組合連合会

型枠
（一社）日本型枠工事業協会

配管
（一社）日本空調衛生工事業協会
（一社）日本配管工事業団体連合会
全国管工事業協同組合連合会

とび
（一社）日本建設躯体

工事業団体連合会
（一社）日本鳶工業連合会

切断穿孔
ダイヤモンド工事業協同組合

内装仕上
（一社）全国建設室内工事業協会
日本建設ｲﾝﾃﾘｱ事業協同組合連合
日本室内装飾事業協同組合連合会

ｻｯｼ・ｶｰﾃﾝｳｵｰﾙ
（一社）日本サッシ協会
（一社）建築開口部協会

エクステリア
（公社）日本エクステリア建設業協会

建築板金
（一社）日本建築板金協会

外壁仕上
日本外壁仕上業協同組合連合会

ダクト
（一社）全国ダクト工業団体連合会
（一社）日本空調衛生工事業協会

保温保冷
（一社）日本保温保冷工業協会

グラウト
（一社）日本グラウト協会

冷凍空調
（一社）日本冷凍空調

設備工業連合会

運動施設
（一社）日本運動施設建設業協会

基礎ぐい工事
（一社）全国基礎工事業団体連合会
（一社）日本基礎建設協会

タイル張り
（一社）日本タイル煉瓦工事工業会

道路標識・路面標示
（一社）全国道路標識標示業協会

消防施設
（一社）消防施設工事協会

建築大工
全国建設労働組合総連合
（一社）ＪＢＮ・全国工務店協会
（一社）全国住宅産業地域活性化協議会

（一社）プレハブ建築協会 他

硝子工事
全国板硝子工事協同組合連合会
全国板硝子商工協同組合連合会

ＡＬＣ
（一社）ＡＬＣ協会

土工
（一社）日本機械土工協会

ウレタン断熱
（一社）日本ウレタン断熱協会

発破・破砕
（一社）日本発破・破砕協会

建築測量
（一社）全国建築測量協会

圧入
（一社）全国圧入協会

さく井
（一社）全国さく井協会

解体
（公社）全国解体工事業団体連合会

計装工事
（一社）日本計装工業会

土質改良
(一社)全国建設発生土リサイクル協

会

潜函
日本圧気技術協会

住宅建築関連

石材施工
全国建築石材工業会

斜面防災
(一社)法面防災技術協会

道路等法面保護工事
(一社)全国特定法面保護協会

都市トンネル
(公社)日本推進技術協会

型枠解体
（一社）日本型枠工事業協会
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能力評価基準の例 【建築大工】

出所：https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_fr2_000040.html1717
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経歴証明

CCUS
本運用開始

平成３１年４月
（２０１９年）

経歴証明認定期間
令和６年３月31日

（２０24年）

経歴証明提出期限
令和11年３月31日

（２０29年）

起算日は
資格取得日

CCUSによる就業履歴

兼用期間 CCUSのみ

書面・Web（評価団体による）

以降は
CCUSのみ

経歴証明による就業期間
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能力評価申請手数料全額支援について
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４.資料の紹介
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証紙貼付方式

CCUS自動連携・建退共電子ポイント方式

≪主な事務≫
① 事務所ＰＣから退職金ポイント購入（インターネット）
② 発注者へ掛金収納書の電子提出が可
③ CCUSで蓄積された就労履歴
④ CCUS就労履歴により就労報告が自動連携
⑤ 退職金ポイントの充当
⑥ 電子申請専用サイト上に各種帳票の自動作成、
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

≪主な事務≫
① 金融機関窓口での証紙購入（銀行等）
② 発注者へ掛金収納書の提出
③ 下請から元請へ書類による就労報告
④ 元請から下請へ証紙の現物交付
⑤ 手帳へ証紙貼付と消印
⑥ 証紙の在庫管理、受払簿の作成

金融機関窓口訪問の必要なし

電子提出が可能になる

元下間の書類のやりとり、証紙の現
物交付、貼付等がなくなる

証紙管理不要、各種帳票の自動作成
が可能になる

（公共工事の場合）

建退共電子申請とＣＣＵＳとの自動連携

メリット
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についてもっと知りたい https://www.ccus.jp/

建設キャリアアップシステム

ホームページトップヘッドラインの

「説明会・サポート」➤「CCUSサテライト説明会」から、

をダウンロードしてお申込みください。

▼CCUSサテライト説明会 開催スケジュール（PDF）
▼CCUSサテライト説明会 申込みフォーム（Excel）

ＣＣＵＳに関する無料説明会をサテライトで開催しています。1

でＣＣＵＳに関する説明動画を公開しています。

地元業者の登録状況を検索できます。

1

2

3

2

3不明点は、「FAQ（よくあるご質問）」の画面を開き、「キーワード検
索」に知りたいことを入力して検索することができます。

それでも解決できないときは、トップ画面の一番下にある「お問い合わせ
フォーム」をクリックして、メールでお問い合わせいただくこともできます。

CCUS
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日建学院＋認定アドバイザーによる運用実践セミナー
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５．CCUS困ったときのURL紹介

CCUSチャンネル 建設キャリアアップシステム公式チャンネル - YouTube

質問・相談対応認定AD_20251023

PKSHA FAQ

CCUS運用実践セミナー開催予定202608-10

ご利用ガイダンス 技能者 第3.0.0版

←FAQ良くある質問です

24

クリックしてください

https://www.ccus.jp/attachments/show/user-guide_worker

https://www.youtube.com/@CCUS_channel

https://secure.okbiz.jp/faq-ccus/?site_domain=default

https://www.ccus.jp/attachments/show/ninteiad_telephone-email-support

https://www.ccus.jp/attachments/show/operational-practice-seminar_list

https://www.youtube.com/@CCUS_channel
https://www.youtube.com/@CCUS_channel
https://www.youtube.com/@CCUS_channel
https://www.youtube.com/@CCUS_channel
https://www.youtube.com/@CCUS_channel
https://www.ccus.jp/attachments/show/ninteiad_telephone-email-support
https://www.ccus.jp/attachments/show/ninteiad_telephone-email-support
https://secure.okbiz.jp/faq-ccus/?site_domain=default
https://www.ccus.jp/attachments/show/operational-practice-seminar_list
https://www.ccus.jp/attachments/show/operational-practice-seminar_list
https://www.ccus.jp/attachments/show/operational-practice-seminar_list
https://www.ccus.jp/attachments/show/operational-practice-seminar_list
https://www.ccus.jp/attachments/show/operational-practice-seminar_list
https://www.ccus.jp/attachments/show/user-guide_worker
https://www.ccus.jp/attachments/show/user-guide_worker
https://www.ccus.jp/attachments/show/user-guide_worker
https://www.ccus.jp/attachments/show/user-guide_worker
https://www.ccus.jp/attachments/show/user-guide_worker


６．CCUS運用実践セミナーの紹介

CCUSの現場運用をサポートするセミナーを無償で開催し
ております。是非開催の検討をお願いいたします。
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・セミナー時間、1～2時間程度でご要望に沿った
プログラムを作成いたします。

・Wi-Fi接続可能なノートパソコンを参加者の方
にご持参いただきます。

・主催が「国や地方公共団体(自治体)」・「建設業
協会」等であれば10社程度の参加者で無償で開
催可能です。
(会場・OAタップ等の手配はお願いいたします)

・応募対象者は建設事業者の方はもちろん、市町
村や県の職員の勉強会等にもご活用ください。

・午前、午後で2回、“入門者編”・“現場運用者編”
等もプログラムを変えて開催頂く事も可能です。
もちろん1回の開催でも問題ありません。

・2か月前にはご相談ください。

＜お問い合わせ先＞
建設業振興基金 CCUS事業本部 久保田まで

メール：t_kubota@kensetsu-kikin.or.jp
電話：03-5473-4586
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システムメニュー 【620_施工体制登録 20_技能者登録】

➢ 「 自社が施工体制に登録されている現場 」をラジオボタン◉で選択し

 ➢ テーマ①で登録（テーマ②で選択）したペア事業者が作成した現場名の現場を選択後

 ボタンを押下

 ➢ 作業者情報欄の を押し、IDなど何も入力せず  すると

所属事業者と関連付けされている技能者の一覧が 表示されます。

 ➢ 表示された技能者（自社所属の技能者）に チェックを入れて

 ➢ 遷移した画面の現場作業員一覧の当該技能者の を押し

作業内容と立場を入力して

➢ 最後に ボタンを押して完了です。 

明細登録

設 定

編 集 設 定

登 録

検 索

検 索

設 定

➢元請として【510_閲覧 50_施工体制登録情報】で下請の登録情報を確認してみましょう。

➢ ⇒ 自身が作成した現場を選択 ⇒  ⇒ さらに事業者IDを押下検索 施工体制登録事業者

演 習 ③

施工体制技能者登録 （自社の事業者IDでログイン）  

下請の立場

実践セミナーの抜粋資料です
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